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技術・製品の概要
■周囲に設置された電極から、心筋活動電位の発生タイミングを正確に同定。心筋が収縮
するタイミングで心音を重ね合わせる技術を用いて、心疾患の診断をアシストする聴診器。
開発中の遠隔聴診システムを活用することで、リアルタイムに高品質な遠隔医療を実現。

従来技術との比較等
■心音自動解析において従来技術では、心音と他の
環境音などのノイズを区別することや、息止めが出来な
い/不整脈の方の解析は困難であった。

■超聴診器は、心電図を同時に計測したうえで、心
音を1拍ずつ重ね合わせることで、これらの課題を解決
する。

■遠隔聴診システムは、聴取・送信・出力の3つの段
階で音が壊れるという問題を解決する。

利用者・社会のメリット
■医療の地域差拡大・高齢化の進
行・勤務形態の多様化が確実視さ
れているので、質の高い遠隔医療は
非常に重要になる。

■離島僻地の遠隔医療(DtoD)や
予防医療(健診前健診)、産業医
分野への展開なども考えている。

超聴診器と遠隔聴診システム
～診断アシスト機能付遠隔医療対応聴診器～

①聴取 ②送信 ③出力

心電を取得するだけでなく、
自分自身で使用できるように
接触を感知する機能
（特許第6234425号）
（特許第6363158号）

心電及び心音から心疾患の
重症度変化や血圧の推定
（特許第6396981号）

心筋活動電位の発生タイミングと
同期させることで心音を解析
(H29年度 NEDO-STS 採択)

心音を可聴データと可視
データにわけることで質の高い
遠隔聴診を実現
（特許出願済）


